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「名古屋運輸所のセアカゴケグモ発見」に関する申し入れ 

 

 ７月２２日に、名古屋運輸所の総務科名で「お知らせ⚠（注意喚起）」セアカゴケ

グモ発見の掲示が出された。他職場の事であり宿泊した大阪や東京の乗務員は気がつ

かなかった。最近、掲示を見た組合員から連絡を受け大阪第一運輸所・大阪第二運輸

所の総務科長に確認したところ「初めて聞きました、確認します。」とのことであっ

た。セアカゴケグモに咬まれた場合の症状は１時間から１２時間以上になると痛みが

出て嘔気、嘔吐、発熱、不眠症、めまい頭痛などさまざまである。名古屋運輸所の掲

示では「当該クモは駆除済み、業者による周辺の防除消毒作業も完了している。」と

ある。しかし、大阪第一運輸所や大阪第二運輸所では注意喚起の連絡や報告もなく、

掲示すら出されていない。これで「安全最優先」と言えるのか。名古屋運輸所で掲示

が出てから約２ヶ月が経過しているが、大阪や東京の乗務員職場でも掲示を出し注意

喚起すべきである。 

以下のとおり申し入れるので早急に団体交渉の場を設定すること。 

 

記 

 

１．名古屋運輸所に於けるセアカゴケグモの発見日時と場所の詳細を明らかにするこ

と。 

２．名古屋運輸所に於ける駆除及び消毒の詳細を明らかにすること。 

３．新幹線乗務員職場に対する注意喚起の掲示を出すこと。 

４.  今後、名古屋運輸所に限らずセアカゴケグモ発見時の対応を明らかにすること。 

５. ７月２２日に名古屋運輸所で掲示が出された以降、他所乗務員が 9 月上旬まで当

該事象を知らなかった理由を明らかにすること。 

６. 東海労組合員からの問い合わせに対し大阪第一運輸所杉本総務科長からは「大阪 

南港でも多く発見されている」、関西支社の岡本係長からは「名古屋運輸所に行

けば掲示を見るから特に関西支社として対応を考えていない」との返答であった。 

このような言動は、軽率な言動であると考えるが会社の見解を明らかにすること。 

７．名古屋運輸所内の安全衛生委員会でセアカゴケグモが発見された事象、その後の 

  対応、対策について議論されたのか明らかにすること。また、７月～９月に開催 

された安全衛生委員会の議論内容を書面で明らかにすること。 

 

以上 


